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決算審査特別委員会
財
政
調
整
基
金

6
億
4
3
7
万
5
0
0
0
円

（
前
年
比
37
．9
％
減
）

Q
庁
舎
、
学
校
等
の
建
設
を
行
う

の
に
基
金
を
し
っ
か
り
積
み
立
て

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

A
︻
副
町
長
︼
歳
出
に
関
し
て
は
、

今
ま
で
の
事
業
を
評
価
し
、
や

め
て
い
く
選
択
も
必
要
で
す
。
歳
入

も
、
空
港
会
社
に
第
三
滑
走
路
予
定

地
の
地
目
変
更
し
て
も
ら
う
等
の
増

や
す
努
力
が
必
要
で
す
。

使
い
や
す
い
公
共
施
設
に

令
和
6
年
度
の
予
算
が
適
正
に
効
率
的
に
使
わ
れ
た
か
議
会
で
視
察
・

審
査
を
経
て
認
定
し
ま
し
た
。
14
時
間
に
わ
た
る
徹
底
チ
ェ
ッ
ク
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
事
業

19
万
5
2
1
2
円

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
を
使
っ
た
制

度
周
知
、臨
時
窓
口
を
開
設
す
る
な

ど
普
及
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

令
和
7
年
4
月
1
日
時
点
の
交
付
率

71
．2
％（
前
年
比
8
．4
％
増
）

Q
交
付
率
の
目
標
を
持
つ
べ
き
で

は
。

A
︻
町
民
税
務
課
︼
加
入
は
強
制

で
は
な
い
の
で
目
標
を
設
け
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
検
討
し
ま
す
。

▲財政調整基金は町の貯金にあたる
もので、安定した行政運営を支える
重要な役割を担っています。

健
康
増
進
事
業

2
3
9
1
万
1
4
9
0
円

Q
心
疾
患
の
死
亡
率
が
高
い
が
対

策
は
。

A
︻
福
祉
課
︼
若
い
時
か
ら
の
対

策
が
必
要
で
す
。

︻
こ
ど
も
保
険
課
︼
高
血
圧
・
肥
満

の
方
が
多
い
事
も
要
因
の
一
つ
で
、

健
康
診
断
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

▲交付率が上がれば行政の効率化が
進み、その分の住民サービス向上が
期待できます。

▲令和 6年度から始まったクオカード等
の景品満載の健康ポイント事業。令和 7
年度は景品を増やしています。

3
2
8
0
万
9
0
0
0
円

Q
地
区
の
世
帯
数
が
減
る
と
環
境

整
備
費
も
減
る
が
、
草
刈
り
な

ど
の
環
境
整
備
に
掛
か
る
コ
ス
ト
は

変
わ
ら
な
い
。
町
が
費
用
を
管
理
し

草
刈
り
な
ど
も
す
る
こ
と
は
出
来
な

航
空
機
騒
音
対
策
防
止
等

対
策
事
業（
環
境
整
備
費
）

い
か
。

A
︻
町
長
︼
地
区
ご
と
に
金
額
も

使
い
方
も
違
う
の
で
行
財
政
改

革
の
中
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
議
員
の
皆
様
に
も
町
民
の
声
を

吸
い
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

▲高齢化や人口減少で草刈
りなど環境整備の負担は増
えていきます。

▲管理不全空家とは、将来
周辺の生活環境へ悪影響を
およぼす空き家になる恐れ
のある空き家です

空
家
対
策
事
業

9
万
6
9
1
0
円

Q
管
理
不
全
空
家
へ
指
導
は
し
て

い
る
か
。

A
︻
企
画
空
港
政
策
課
︼
相
談
が

寄
せ
ら
れ
た
全
軒
を
指
導
し
て

い
ま
す
。

注目の施策



－芝山議会だより　No.149　R7.11.13

芝山町田園型居住地創出
拠点整備事業（川津場地区）

令和元年の台風による長期停電時に活用された福祉セン
ター入浴施設。避難所として機能強化を図り、老朽化した
給湯設備を改修しました。

改修工事費　6488万9000円
（事故繰越し  3893万9000円）
監理業務　　 173万8000円
総額　　　　6662万7000円

福祉センター「やすらぎの里」
給湯設備（お風呂）改修工事

老朽化及び感染症対策向上を図るため、誰もが使いやすい
洋式トイレへ改修工事を行いました。

総事業費

1億7412万5600円

芝山中学校トイレ改修工事

劣化した舗装修繕、消滅が目立つ駐車区画線を駐車しやす
いように広げて引き直しました。植栽を撤去して駐車台数
も増えています。

工事費

4669万5000円

芝山文化センター
駐車場舗装修繕工事

▲火・木・土曜日の 9 時半～ 15 時まで、町内の方は 1 人 1 回
200円で利用できます。皆さんも入浴して心も体も癒してください。

▲空港機能強化のチャンスをつかみ人口増を狙います。住民が増え
れば町内に商業施設等ができる可能性が増えます。

▲使いやすい駐車場になり、新春寄席のように大きなイベントが開催
しやすくなりました。

官民連携事業により、新たな居住地の創出を図ります。令
和7年12月完成後、山万（株）による建築工事の開始を
予定しています。

補助金
2億6800万円

決算審査特別委員会
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全員協議会、本会議、まちづくり常任委員会、総務常任委員会にて説明を受け、
質疑し慎重審議しました。

◆議案第1号　芝山町安全で安心なまちづくり宣言の制定について
犯罪、事故、災害等の防止効果の向上で、安全で安心して暮らせる地域社会を目指す宣言。

Q 宣言後の具体的な計画や指針は。

A【町長】宣言はすでに実行している施策もあり、その価値を上げる効果を期待してい
ます。そのため具体的な指針は現時点で考えていませんが、議員の皆様等からの意見

をふまえて検討していきます。

Q 町内外に広く周知するため、町の入り口となる道路等に立て看板設置が良いのではな
いか。

A【総務課】70周年記念式典チラシでの周知や庁舎内所管部署においての宣言文の掲示
について考えています。

注目の議案

◆議案第2号　「芝山っ子」子育て支援宣言の制定について
0歳～ 18歳までの子供たちをしっかり支援する理念で、子育てしやすい、子供にとって
魅力的なまちづくり宣言。

Q 町内に高校が無いため、中学卒業から18歳まで手薄に見えるが。

A【教育課】町を盛り上げるイベントを企画するなど検討していきたいと思います。

◆議案第8号　芝山町公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
空港会社が集団移転代替地に整備した公園を、芝山町の条例に基づく公園として設置する
ための改正。

Q 空港会社が設置した公園の管理費用の財源は。

A【企画空港対策課】公園が町に移管される日が決まりましたら、空港会社からの交付
金などの対象となるよう要請し

ていきます。

Q 空港会社から受け渡される前の
公園に雑草が生えているが、維

持管理をしっかりしてもらうべきで
はないか。

A【企画空港対策課】引き渡し時に
空港会社と立ち会いし、雑草・無

駄な樹木など除草を確認するように
します。また、引渡し前も常時管理
するように要請します。 ▲雑草が目立つ菱田第 2公園

町民の安全・安心なまちづくり
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◆議案第12号　令和7年度芝山町一般会計補正予算（第3号）
3月に可決した一般会計当初予算に、路線維持補修や空調維持費といった、事業計画の変更・
追加等を理由とした歳入歳出の補正をしたもの。

注目の議案

空調施設台数 1台 2台 3台以上

防音家屋空調施設維持費（Aラン）補助金 10万円
⇒ 11万円

14万円
⇒ 15万円

18万円
⇒ 19万円

防音家屋空調施設維持費（Bラン）補助金 7万円
⇒ 8万円

10万円
⇒ 11万円

13万円
⇒ 14万円

住宅防音空調施設維持費（旧谷間）補助金 7万円
⇒ 8万円

10万円
⇒ 11万円

13万円
⇒ 14万円

町民のための補正予算

芝山町学校給食センター設計業務委託料　269万5000円
老朽化した給食センターを建替えるた
めの基本計画の設計。そこから安全管
理、作業効率などの視点から設計を広げ
る委託料。

Q 建設費などの総額はどのように変
化したか。

A【教育課】設計図から積算していき
ますが、目安として約12億円です。

ただし、今後の物価上昇は加味しており
ません。

▲おいしい給食の提供

空調施設維持費補助金　補正額合計1136万円
成田空港の年間発着枠を３４万回へと拡大する合意が、令和7年1月の四者協議会におい
て確認されたことに対する騒音直下対策として改正。

家庭用防犯カメラ設置補助金（受付開始令和7年11月1日～）　100万円家庭用防犯カメラ設置補助金（受付開始令和7年11月1日～）　100万円
町内における犯罪発生を抑止し、安心安全なまちづくりに寄与
することを目的とする。設置費の１／２を補助し、2万円を上
限とする。

Q 今年度は50世帯分の予算だが、それを超えたらどうする
のか。

A【総務課】申し込み状況がわかるまで判断できませんが、
できるだけ多くの住民の方に設置していただきたいと考

えています。
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議案 
番号 上程された議案・概要・結果

議席
番号 議

会
だ
よ
り

掲
載
ペ
ー
ジ

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑫
⑪
議
長

決議
結果

佐
藤
良
太

吉
川
真
悟

八
代
正
義

宮
原
研
吾

大
木
浩
司

岩
澤
勝
則

岩
内　
章

坂
井
慶
子

實
川
嘉
一

岩
澤
達
弥

小
嶋
秀
樹

伊
橋
寿
夫

条例の制定

第１号 芝山町安全で安心なまちづくり宣言の制定について（安全に安心して生活すること
ができるまちづくりに取り組むため新たに制定するもの）

可決 
賛(11)・否(0) P4,P15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第２号 「芝山っ子」子育て支援宣言の制定について（「芝山っ子」が目を輝かせ、夢を抱い
て、未来に向かって大きく羽ばたくことのできるまちづくりのため新たに制定するもの）

可決 
賛(11)・否(0) P4,P15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第３号 芝山町健康づくり宣言の制定について（町民が健康づくりに主体的に取り組み、心
身ともに健康で心豊かに生活できるよう新たに制定するもの）

可決 
賛(11)・否(0) P15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第４号
芝山町未来へつなぐ郷土愛宣言の制定について（文化遺産を守り、伝え、活かすこ
とで未来へつなぎ、さらに魅力ある、誇れるふるさとへと育てていくため新たに制定
するもの）

可決 
賛(11)・否(0) P15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

条例の一部改正

第５号
芝山町長及び芝山町議会議員の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例
の一部を改正する条例の制定について（根拠法令の一部改正に伴う、改正内容と
するもの）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第６号 職員の育児休業等に関する条例及び職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部
を改正する条例の制定について（根拠法令の一部改正に伴う、改正内容とするもの）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第７号 芝山町火入れに関する条例の一部を改正する条例の制定について（気象庁が発
表する注意報の名称変更に伴う、改正内容とするもの）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第８号 芝山町公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
（菱田地区の移転代替地（東工区）に整備された公園を本条例に追加するもの）

可決 
賛(11)・否(0) P4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

その他

第９号 芝山町道の路線認定について（菱田地区の移転代替地（東工区）に整備された新
たな路線を認定するもの）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第10号 芝山町道の路線変更について（菱田地区の移転代替地（東工区）が整備されたこ
とにより、既存町道の終点部が変更されることから、当該路線をを変更するもの）

同意 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

人事

第11号 芝山町固定資産評価審査委員会委員の選任につき議会の同意を求めることにつ
いて（高橋泰文氏の固定資産評価審査委員会委員選任に同意するもの）

同意 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和7年度補正予算

第12号 令和７年度芝山町一般会計補正予算（第３号）（総額70億7798万9000円とする） 可決 
賛(11)・否(0) P5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第13号 令和７年度芝山町国民健康保険特別会計計補正予算（第１号）（総額10億917万
5000円とする）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第14号 令和７年度芝山町介護保険特別会計補正予算（第１号）（総額9億6584万3000円
とする）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第15号 令和７年度芝山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）（総額1億3844万
9000円とする）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第16号 令和７年度芝山町農業集落排水事業会計補正予算（第１号）（収益的収支と資本
的収支を合わせた218万9千円を増額し、支出予算総額9028万9000円とする）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第17号 令和７年度芝山町共同浄化槽事業会計補正予算（第１号）（収益的収支と資本的
収支を合わせた13万2千円を増額し、支出予算総額2655万1000円とする）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第18号 令和７年度芝山町簡易水道事業会計補正予算（第１号）（収益的収支と資本的収
支を合わせた－12万5千円を減額し、支出予算総額8億433万9000円とする）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認定
認　定 
第１号

令和６年度芝山町一般会計歳入歳出決算（一般会計の令和６年度歳入歳出決算
を監査委員の意見を付して認定するものです。）

可決 
賛(11)・否(0) P2,P3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認　定 
第２号

令和６年度芝山町国民健康保険特別会計歳入歳出決算（国民健康保険特別会計
の令和６年度歳入歳出決算を監査委員の意見を付して認定するものです。）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認　定 
第３号

令和６年度芝山町介護保険特別会計歳入歳出決算（介護保険特別会計の令和６
年度歳入歳出決算を監査委員の意見を付して認定するものです。）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認　定 
第４号

令和６年度芝山町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算（後期高齢者医療特別
会計の令和６年度歳入歳出決算を監査委員の意見を付して認定するものです。）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認　定 
第５号

令和６年度芝山町農業集落排水事業会計歳入歳出決算（農業集落排水事業会計
の令和６年度決算を監査委員の意見を付して認定するものです。）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認　定 
第６号

令和６年度芝山町公共下水道事業会計歳入歳出決算（公共下水道事業会計の令
和６年度決算を監査委員の意見を付して認定するものです。）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認　定 
第７号

令和６年度芝山町共同浄化槽事業会計歳入歳出決算（共同浄化槽事業会計計の
令和６年度決算を監査委員の意見を付して認定するものです。）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認　定 
第８号

令和６年度芝山町簡易水道事業会計歳入歳出決算（簡易水道事業会計の令和６
年度決算を監査委員の意見を付して認定するものです。）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

追加議案

第１号 工事請負契約について（道路改良工事の契約を締結するもの契約金額9779万円
とする）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和７年第３回定例会で審議した議案とその結果
なお、表中の「◯」は賛成、「×」は反対、「退」は退席、「欠」は欠席、「除」は除斥、「／」は議決を不要を示し、「－」は議事を進行するため採決に参加していません
議員の賛否を公開



【一般質問】芝山町議会の場合、質問時間は答弁を含めて６０分以内と
されており、一つの項目に関して再質問は２回までとされています。　

※第３回定例会の傍聴者は24人でした。※第３回定例会の傍聴者は24人でした。
【一般質問】

　芝山町の様々な課題に対して、提出議案とは関係なく議員個人が自由に考えを聞くこと　芝山町の様々な課題に対して、提出議案とは関係なく議員個人が自由に考えを聞くこと
のできる一般質問。のできる一般質問。
　第３回定例会では６名の議員が登壇し、直面している問題の解決や町の将来像につい　第３回定例会では６名の議員が登壇し、直面している問題の解決や町の将来像につい
て、それぞれの視点から質問を投げかけました。　て、それぞれの視点から質問を投げかけました。　原稿は質問者本人が作成しています。原稿は質問者本人が作成しています。

一般質問

①大木浩司①大木浩司議員　議員　Ｐ8（46分）Ｐ8（46分）
・防災訓練・防災訓練
・簡易水道事業・簡易水道事業

④吉川真悟④吉川真悟議員　議員　Ｐ11（50分）Ｐ11（50分）
・機能補償道路への期待・機能補償道路への期待
・芝山公園改修・芝山公園改修
・災害への備え・災害への備え

⑥岩澤達弥⑥岩澤達弥議員　議員　Ｐ13（59分）Ｐ13（59分）
・川津場拠点導線確保・川津場拠点導線確保
・新給食センター稼働率・新給食センター稼働率

②八代正義②八代正義議員　Ｐ9（35分）議員　Ｐ9（35分）
・都市計画道路小池橋田向線・都市計画道路小池橋田向線
・広域道路網計画の協議会の設置・広域道路網計画の協議会の設置
・小池の拠点整備事業・小池の拠点整備事業

③岩澤勝則③岩澤勝則議員　Ｐ10（50分）議員　Ｐ10（50分）
・Ｗｉ－Ｆｉ環境整備・Ｗｉ－Ｆｉ環境整備
・強い農業づくり総合支援・強い農業づくり総合支援

⑤佐藤良太⑤佐藤良太議員　Ｐ12（58分）議員　Ｐ12（58分）
・地域と学校の連携・地域と学校の連携
・小中一貫教育の導入・小中一貫教育の導入
・小中学校の校舎統合・小中学校の校舎統合

－芝山議会だより　No.149　R7.11.17
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対
応
で
き
る
の
か
。

【
町
長
】避
難
所
と
し
て
使
用
す

る
町
内
小
中
学
校
体
育
館
に
お

い
て
は
、大
型
扇
風
機
を
そ
れ
ぞ
れ
６

台
準
備
し
て
お
り
、暑
さ
対
策
を
と
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。ま
た
、今
年
度
に

関
し
て
は
簡
易
的
な
冷
却
機
材
を
小

中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ

2
台
レ
ン
タ
ル
で
借
用
し
て
お
り
ま
す
。

災
害
時
の
停
電
に
よ
り
ト
イ
レ
使

用
が
で
き
な
い
場
合
の
対
策
は
。

【
町
長
】町
で
は
備
蓄
品
と
し
て

携
帯
ト
イ
レ
を
備
蓄
倉
庫
に

１
１
０
０
個
保
管
し
て
お
り
、避
難
所

を
優
先
に
使
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、川
津
場
の
移
転
代
替
地
に
建

設
さ
れ
た
公
園
専
用
で
使
用
可
能
な

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
が
3
個
あ
り
、こ
れ

ら
を
併
せ
て
活
用
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

『一般質問』

大木 浩司 議員
（創芝会）

（所要時間46分）

防
災
訓
練

町
と
し
て
大
規
模
災
害
に
取
り

組
ん
で
い
る
防
災
訓
練
の
内
容

に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

【
町
長
】町
全
体
と
し
て
実
施
し

て
い
る
防
災
訓
練
と
し
て
は
、芝

山
町
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
が
あ
り
ま

す
。ま
た
、円
滑
な
避
難
所
開
設
の
た

め
の
訓
練
と
し
て
、避
難
所
設
営
に
携

わ
る
職
員
に
対
し
て
簡
易
テ
ン
ト
の
組

立
て
練
習
等
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

耐
え
難
い
暑
さ
の
中
で
の
避
難

所
運
営
に
つ
い
て
、
小
中
学
校

体
育
館
に
お
け
る
収
容
人
数
を
想
定

し
た
中
で
、
現
状
の
施
設
で
暑
さ
に

災害時の
取り組みは

KOUJI OOKI

外
国
人
に
対
し
て
避
難
場
所
への

使
用
が
で
き
な
い
場
合
の
対
策
は
。

【
町
長
】町
で
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
避
難
に
関
す
る
情
報
を
掲
載

し
て
お
り
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
使
い
方

と
し
て
英
語
、中
国
語
、ベ
ト
ナ
ム
語

の
3
か
国
語
で
案
内
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、地
区
に
お
け
る
要
配
慮
者
と
し

て
、避
難
時
に
は
地
域
住
民
で
支
援
で

き
る
体
制
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業

簡
易
水
道
事
業
へ
の
目
標
加
入

者
に
対
し
て
、現
在
の
加
入
申
し

込
み
状
況
は
。

【
町
長
】令
和
７
年
度
に
お
い
て
、

宝
馬
、牧
野
、菱
田
及
び
小
池

地
区
等
に
て
加
入
案
内
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、対
象
者
の
35
％
の
方
か
ら

給
水
装
置
工
事
の
実
施
要
望
を
頂
い

て
お
り
ま
す
。

今
後
の
加
入
促
進
に
関
し
て
の

説
明
内
容
を
伺
い
た
い
。

【
町
長
】町
の
簡
易
水
道
は
国
の

定
め
る
水
質
基
準
に
適
合
し
た

水
が
供
給
さ
れ
る
こ
と
や
停
電
し
て

も
水
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、非
常
用
発
電
設
備
を
設
置
し

て
安
心
安
全
で
災
害
に
強
い
も
の
で

あ
る
こ
と
及
び
、給
水
希
望
者
が
負

担
す
る
費
用
の
う
ち
、町
施
工
範
囲

と
重
複
す
る
部
分
の
費
用
を
軽
減
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ
と
も
説
明

し
て
お
り
ま
す
。

▲災害での倒木
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協
議
を
行
っ
て
い
く
認
識
で
お
り
ま
す
。

小
池
の
拠
点
整
備
事
業

小
池
の
拠
点
整
備
の
進
捗
状
況

と
令
和
7
年
度
中
の
事
業
認
可

取
得
の
可
能
性
は
。ま
た
、計
画
地
内

の
保
育
所
や
そ
の
他
の
施
設
や
住
宅

地
の
建
設
は
、当
初
計
画
通
り
で
変

更
は
な
い
の
か
。

【
企
画
空
港
政
策
都
市
計
画
・
市

街
地
整
備
担
当
課
長
】現
在
町

道
と
都
市
公
園
の
用
地
の
先
行
買
収

を
実
施
し
て
お
り
、8
月
現
在
用
地
買

収
率
は
87
％
で
す
。ま
た
、7
年
度
中
の

事
業
認
可
取
得
を
目
指
し
て
お
り
ま
し

た
が
、6
年
度
末
の
用
地
買
収
実
績
で

事
業
認
可
申
請
し
た
場
合
、※
減
歩
率

が
7
％
ほ
ど
高
く
成
っ
て
し
ま
う
た
め

引
き
続
き
用
地
の
先
行
買
収
を
進
め

令
和
8
年
度
中
の
事
業
認
可
を
目
指

し
ま
す
。そ
の
様
な
関
係
か
ら
保
育
所

の
開
園
を
14
年
度
開
園
か
ら
15
年
と

な
り
ま
す
。そ
の
他
の
施
設
の
工
事
着

手
で
す
が
、12
年
度
以
降
の
着
手
の
見

込
み
で
す
。

八代 正義 議員
（創芝会）

（所要時間35分）

『一般質問』

文
化
セ
ン
タ
ー
入
口
交
差
点
改

良
工
事
の
進
捗
状
況
と
完
成
目

標
は
。【町

長
】千
葉
県
に
よ
り
ま
す
と

昨
年
度
、用
地
取
得
が
全
て
完

了
し
、今
年
度
埋
蔵
文
化
財
調
査
に

着
手
す
る
た
め
の
調
整
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、調
査
に
着
手
す
る
ま
で
予

想
出
来
な
い
状
況
で
す
。し
た
が
っ

て
、完
成
目
標
は
明
確
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、地
元
県
議
の
力
も
借
り
な
が
ら

県
に
早
期
完
成
の
要
望
を
伝
え
て
い

き
ま
す
。

小
池
3
番
地
先︵
文
化
セ
ン
タ
ー

交
差
点
か
ら
小
池
橋
︶の
道
路

幅
員
減
少
区
間
解
消
の
目
途
は
。

【
町
長
】県
も
道
路
幅
員
用
地

確
保
に
向
け
動
き
始
め
て
お
り

ま
す
の
で
、町
も
地
権
者
と
の
交
渉

も
含
め
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

小
池
T
字
路
交
差
点
を
十
字
路

化
す
る
計
画
を
千
葉
県
に
強
く

要
望
し
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】対
象
範
囲
と
す
る
現
地

測
量
を
今
年
度
に
実
施
す
る
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。町
も
地
権
者
と
の

用
地
交
渉
に
県
と
一
緒
に
入
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。本
路
線

は
町
と
し
て
も
重
要
な
路
線
で
あ
る

こ
と
か
ら
、早
期
に
整
備
さ
れ
る
よ
う

県
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
や
県
に
対
し
、近
隣
市
町
と

の
広
域
道
路
網
計
画
の
協
議
会

の
設
置
が
必
要
で
は
。

【
町
長
】昨
年
2
月
9
日
に
知
事

と
の
意
見
交
換
会
の
中
で
幹
線

道
路
に
関
す
る
空
港
圏
自
治
体
連
絡

協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
要
望
さ
せ
て

い
た
だ
き
、知
事
も
必
要
性
が
あ
る
旨

の
お
話
を
頂
戴
し
ま
し
た
。町
と
し
ま

し
て
も
県
や
周
辺
市
町
、空
港
会
社
と

利
便
性
向
上
と

次
世
代
の
た
め
に

MASAYOSHI YASHIRO

都
市
計
画
道
路

小
池
橋
田
向
線

※減歩率とは道路や公園などの確保のために、所有する土地の
　減少する率減歩率が高いほど土地の減少が高い。

▲早期の完成が望まれる文化センター入口交差点
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▲南庁舎内Wi-Fi 機器

強
い
農
業
づ
く
り
総
合
支
援

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。存
続
の

た
め
、国
の
強
い
農
業
づ
く
り
総
合
支

援
交
付
金
の
活
用
を
視
野
に
入
れ
て

方
策
を
考
え
て
は
ど
う
か
。町
は
、農

家
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
国
産
農
産

物
の
安
定
供
給
体
制
の
構
築
を
図
る

た
め
の
施
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、山
武
郡
市
農
業
協
同
組

合
の
資
産
で
あ
り
ま
す
。現
在
、ラ
イ

ス
セ
ン
タ
ー
の
更
新
に
活
用
で
き
そ
う

な
国
の
補
助
金
は
、強
い
農
業
づ
く
り

総
合
支
援
交
付
金
だ
け
で
は
な
く
、

新
基
本
計
画
実
装
、農
業
構
造
転
換

支
援
事
業
や
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の

補
助
金
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
採
択
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、ど
の
補
助
金
を
活
用

す
る
か
は
、山
武
郡
市
農
業
協
同
組

合
の
方
針
が
決
ま
っ
て
か
ら
に
な
る
と

思
い
ま
す
。次
に
、農
家
の
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
た
国
産
農
産
物
の
安
定
的
供
給

体
制
の
構
築
を
図
る
た
め
の
施
策
に
つ

い
て
は
、国
の
水
田
施
策
に
お
い
て
詳

細
は
示
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、こ
れ

に
つ
き
ま
し
て
は
、今
後
の
国
の
動
向

や
県
の
方
針
を
注
視
し
な
が
ら
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

利
用
可
能
な
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
と
し

て
、町
内
施
設
10
か
所
に
設
置
を
し
て

お
り
ま
す
。

議
会
棟
に
は
、
な
ぜ
Ｗ
ｉ

－

Ｆ

ｉ
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
の
か
。

こ
れ
か
ら
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導

入
す
る
の
で
、
環
境
整
備
は
急
務
と

思
う
が
、
町
長
の
考
え
は
。

【
町
長
】議
会
棟
の
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ

環
境
に
つ
き
ま
し
て
は
、現
在
の

議
会
に
お
い
て
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

導
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存

じ
ま
す
。タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
利
用
用

途
や
運
用
方
法
に
よ
っ
て
必
要
と
な

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
が
異
な
り
ま
す

の
で
、タ
ブ
レ
ッ
ト
運
用
の
た
め
の
要

件
等
の
す
り
合
わ
せ
を
し
、予
算
化
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

『一般質問』

Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境
整
備
は

町
全
域
の
公
共
施
設
と
役
場
庁

舎
内
の
Ｗ
ｉ

－
Ｆ
ｉ
環
境
整
備

は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

【
町
長
】公
共
施
設
と
役
場
庁
舎

内
の
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境
に
つ
き

ま
し
て
は
、町
民
等
の
施
設
利
用
者
が

ＤＸ推進に向けて
やるべきことは

岩澤 勝則 議員
（緑の会）

（所要時間50分）

KATSUNORI IWASAWA

【DX（デジタル・トランスフォーメーション）】デジタル技術を活用してビジネスや社会のあり方を変革することです。
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り
ま
す
の
で
、そ
こ
か
ら
先
の
道
路
に

つ
い
て
も
、横
芝
光
町
か
ら
銚
子
市
方

面
ま
で
の
交
通
の
流
れ
を
造
る
事
も

考
え
、千
葉
県
と
協
議
を
し
て
い
る
最

中
で
す
。ま
た
、ヒ
ス
ト
リ
ー
パ
ー
ク
へ

の
ア
ク
セ
ス
に
お
い
て
も
必
要
と
考
え

ま
す
の
で
、調
査
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

騒
音
地
区
の
対
策
を

騒
音
地
区
に
お
い
て
人
口
を
増

や
す
対
策
は
な
い
か
。ま
た
、谷

間
地
区
等
の
騒
音
地
区
か
ら
移
転
希

望
の
意
見
が
で
た
場
合
の
対
応
は
。

【
町
長
】地
区
と
し
て
世
代
に

よ
っ
て
様
々
な
考
え
方
が
あ
る

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。そ
こ
に
住
み
続

け
ら
れ
る
施
策
を
望
む
声
も
あ
り
ま

す
の
で
、そ
う
い
っ
た
声
も
大
事
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
し
、地
区
と
し
て
移

転
を
望
む
声
が
あ
り
ま
し
た
ら
相
談

し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

吉川 真悟 議員
（緑の会）

（所要時間50分）

SHINGO YOSHIKAWA

県
道
４
５
号
線
ま
で
の
機
能
補

償
道
路
を
将
来
ど
の
よ
う
に
活

か
し
て
い
こ
う
と
考
え
る
か
。ま
た
ヒ

ス
ト
リ
ー
パ
ー
ク
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
繋

げ
ら
れ
な
い
か
。

【
町
長
】機
能
補
償
道
路
は
空
港

東
側
か
ら
の
広
域
幹
線
道
路
と

し
て
重
要
な
役
割
を
担
う
道
路
と
な

『一般質問』

機
能
補
償
道
路
へ
の
期
待

町
道
１
︱
８
号
線
か
ら
県
道

４
５
号
線
ま
で
町
の
施
工
と
さ

れ
て
い
る
が
、４
５
号
線
ま
で
Ｎ
Ａ
Ａ

施
工
と
は
な
ら
な
い
か
。

【
町
長
】機
能
補
償
道
路
の
施
工

に
関
し
て
は
、ま
ず
は
造
る
と
い

う
こ
と
が
地
域
に
と
っ
て
も
一
番
大

事
な
事
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の

方
々
の
空
港
に
対
す
る
思
い
と
い
う
の

も
理
解
し
て
い
ま
す
の
で
、ど
こ
ま
で

補
償
の
範
囲
で
施
工
し
て
も
ら
う
か

を
今
後
、Ｎ
Ａ
Ａ
と
交
渉
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

機
能
補
償
道
路
の
開
通
後
、交

通
量
の
増
加
に
よ
り
周
辺
道
路

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
が
対
応
策

は
あ
る
か
。

【
町
長
】幹
線
道
路
が
で
き
た

後
、地
域
の
生
活
道
路
と
し
て

危
険
の
無
い
よ
う
に
す
る
為
に
は
ど

う
す
る
べ
き
か
を
県
の
担
当
者
と
も

話
は
し
て
お
り
ま
す
。成
田
空
港
の
機

能
強
化
に
向
け
た
中
で
し
っ
か
り
と
計

画
を
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

活
力
あ
る
町
へ

芝
山
公
園
改
修
を

今
後
、芝
山
公
園
を
ど
の
よ
う

に
改
修
し
て
い
こ
う
と
考
え
る

か
。ま
た
遊
具
を一つ
で
も
増
や
す
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】現
在
、行
わ
れ
て
い
る

大
型
事
業
の
目
途
が
つ
い
た
後

に
、芝
山
公
園
の
再
整
備
の
計
画
を

立
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。新
た
な

遊
具
に
つ
い
て
は
、今
あ
る
遊
具
の
修

繕
を
行
い
な
が
ら
新
た
に
遊
具
を
設

置
で
き
な
い
か
、調
査
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

災
害
へ
の
備
え

災
害
時
の
備
え
は
充
分
に
さ
れ

て
い
る
か
。

【
町
長
】災
害
時
か
ら
３
日
間
は

町
で
対
応
で
き
る
備
蓄
を
基
本

と
し
、備
蓄
が
困
難
な
物
資
に
つ
い
て

は
関
係
者
等
と
協
定
を
締
結
し
、確

保
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。

町
職
員
に
お
い
て
避
難
場
所
で
の

訓
練
、研
修
等
は
さ
れ
て
い
る
か
。

【
町
長
】担
当
す
る
職
員
に
対
し
、

必
要
な
物
品
の
確
認
、避
難
所

開
設
の
手
順
の
確
認
、パ
ー
テ
ン
シ
ョ

ン
と
し
て
室
内
用
テ
ン
ト
の
組
立
て

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▲狭く危険な道（山中地先）
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学
校
の
建
て
替
え
の
時
期
と
場
所
を

考
慮
し
、芝
山
町
の
教
育
環
境
を
活

か
し
た
小
中
一
貫
教
育
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

小
中
学
校
の
校
舎
統
合
を

中
学
校
校
舎
の
改
築
や
、敷
地

内
に
校
舎
を
建
設
し
て
小
中
学

校
校
舎
を
統
合
す
る
こ
と
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

【
町
長
】現
状
で
は
小
池
区
画

整
理
事
業
に
合
わ
せ
て
検
討
し

て
い
く
方
針
で
す
。
今
日
の
一
般
質

問
の
全
体
の
答
え
と
し
て
、
「
小
中

一
貫
教
育
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

た
だ
、
今
は
小
学
校
中
学
校
が
離
れ

て
い
る
の
で
、
施
設
分
離
型
の
中
で

ど
の
よ
う
な
一
貫
教
育
を
目
指
し
て

い
く
事
が
で
き
る
の
か
。
完
璧
を
目

指
せ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の

中
で
ど
う
い
う
こ
と
を
目
指
し
て
い

け
る
の
か
、
こ
れ
か
ら
進
め
て
い
き

た
い
」
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

小
中
一
貫
教
育
の
導
入
を

小
中
一
貫
教
育
を
過
去
に
検
討

し
な
が
ら
導
入
に
至
ら
な
か
っ
た

経
緯
は
。

【
教
育
長
】小
中
学
校
が
離
れ
て

い
る
の
で
、積
極
的
な
小
中
一
貫

教
育
は
難
し
い
こ
と
。中
1
ギ
ャ
ッ
プ
緩

和
等
と
メ
リ
ッ
ト
は
多
い
が
、芝
山
町
の

場
合
は
小
学
校
児
童
が
そ
の
ま
ま
中

学
校
に
進
学
す
る
の
で
、小
中
学
校
間

の
接
続
に
関
す
る
課
題
は
少
な
い
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
。打
合
せ
の
時
間
確
保

や
、教
員
の
負
担
感
や
多
忙
感
の
解
消

も
難
し
い
こ
と
な
ど
が
理
由
で
す
。

少
子
化
が
進
む
芝
山
町
を
先
進

的
な
教
育
で
盛
り
上
げ
る
た
め

に
再
検
討
で
き
な
い
か
。

【
教
育
長
】小
中
学
校
の
協
力
関

係
に
と
ど
ま
ら
ず
、教
育
課
程
の

再
構
築
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、小

『一般質問』

佐藤 良太 議員
（眞人）

（所要時間58分）

地
域
と
学
校
の
連
携

地
域
と
学
校
の
連
携
推
進
の
た

め
、※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル

導
入
の
考
え
は
な
い
か
。

【
教
育
長
】地
域
住
民
・
保
護
者

等
が
教
育
委
員
会
・
校
長
と
責

任
を
分
か
ち
合
い
学
校
運
営
に
携

わ
っ
て
い
く
こ
と
で
、教
育
を
活
性
化

さ
せ
る
可
能
性
が
期
待
で
き
ま
す
。

一
方
で
、意
思
決
定
が
複
雑
に
な
る

可
能
性
や
、会
議
の
調
整
・
資
料
作
成

等
で
の
業
務
量
の
増
加
等
の
デ
メ
リ
ッ

ト
も
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

ま
す
。 先進的な

小中一貫教育
導入を

RYOTA SATO

※コミュニティ・スクールは、学校と地域住民等が力を合わせて学校の運営に取り組むことが可能
となる「地域とともにある学校」への転換を図るための有効な仕組みです。学校運営に地域の声を
積極的に生かし、地域と一体となって特色ある学校づくりを進めていくことができます。

▲文部科学省「小中一貫した教育課程の
編成・実施に関する手引」よりデータ引用
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▲建替が待たれる給食センター

月
に
販
売
開
始
が
決
ま
って
い
る
拠
点

か
ら
空
港
に
向
か
う
、こ
の
道
路
だ
と

思
う
が
。

【
町
長
】必
要
性
は
認
め
ま
す
。

現
段
階
で
稼
働
率
75
％
か

新
給
食
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
面
積
、

建
築
面
積
、規
模
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
。

【
町
長
】概
ね
３
，７
０
０
㎡
の
敷

地
に
９
４
０
㎡
の
建
築
を
予
定

し
て
い
ま
す
。規
模
は
６
０
０
食
供
給

可
能
な
施
設
で
す
。

稼
働
率
を
上
げ
る
た
め
に
も
、保

育
所
給
食
を
再
開
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】関
係
部
署
と
も
協
議
し

前
向
き
に
進
め
ま
す
。

国
や
県
の
補
助
金
は
申
請
せ
ず

全
額一般
財
源
で
建
設
す
れ
ば
、

何
の
制
約
も
な
く
町
が
好
き
に
使
え
、

岩澤 達弥 議員
（緑の会）

（所要時間59分）

『一般質問』

導
線
確
保
が
急
務

１
区
画
の
面
積
、住
宅
床
面
積

は
、ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

【
町
長
】面
積
は
平
均
約
２
１
０

㎡
で
、建
売
約
１
０
０
区
画
、注

文
住
宅
約
10
区
画
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

販
売
開
始
時
期
は
、い
つ
に
な
る

の
か
。

【
町
長
】令
和
８
年
８
月
頃
か
ら

順
次
行
う
予
定
で
、８
年
中
に

約
10
棟
、９
年
以
降
は
年
間
20
棟
か

ら
30
棟
販
売
す
る
予
定
で
す
。

拠
点
か
ら
ス
カ
イ
ビ
レ
ッ
ヂ
入
口

を
通
り
、丸
朝
園
芸
農
業
共
同

組
合
第
６
集
荷
所
前
の
道
路
は
、幅

員
も
狭
く
見
通
し
も
非
常
に
悪
い
の

で
早
急
に
整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

特
定
の
地
区
に
偏
る
こ
と
の
な
い

よ
う
生
活
環
境
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

今
、町
が一番
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
業
は
、来
年
８

「
川
津
場
拠
点
」

来
年
８
月
か
ら
販
売
開
始

TATSUYA IWASAWA

利
点
の
方
が
は
る
か
に
大
き
い
と
思

う
が
。【教

育
長
】町
単
独
で
管
理
栄
養

士
を
雇
っ
て
稼
働
す
る
な
ら
ば

可
能
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

【
町
長
】境
町
も
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
で
補
助
金
が
少
額
な
た
め

断
念
し
た
そ
う
で
す
。た
だ
本
町
は
１

円
で
も
多
く
も
ら
え
る
方
法
を
考
え

補
助
金
は
申
請
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲空港への最短ルート（川津場地先）
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農業の発展を目指して農業の発展を目指して
芝山町農業ビジョン策定状況について
　農業を魅力ある産業として次世代に確実に引き継ぐための課題（担い手不足や高齢化と後継者不
足、農地の改廃等）を的確に把握し、対応するための芝山町農業ビジョンを令和７年と令和８年の２
年にかけて策定しています。
　まちづくり常任委員会では、その策定の進捗状況について所管事務調査を実施しました。

実施状況と今後の予定
　令和７年７月に第１回芝山町農業
ビジョン策定委員会が開催され、現
在、アンケート調査を実施し、令和７年
度中にアンケート調査の分析と農業ビ
ジョン素案の検討を行います。
　令和８年度では、パブリックコメント
の実施し、委員会を経て農業ビジョン
を策定します。

果菜類害虫対策支援事業補助後の現地視察
　収穫量に大きく影響した生産者への補助を受け、効果的な資材の導入を行った生産者の農地（ビ
ニールハウス）の現地調査を行いました。

【生産者の意見】
　害虫に対しては、防虫ネット、遮光剤、
粘着式捕虫資材等を実施し、一定の効
果は認められた。しかしながら、今年の
猛暑の中、ビニールハウス内も高温にな
り、果菜類にも影響が出たと共に、作
業が非常に大変だった。
　今後は高温対策や安定した収益の
確保が課題。

－まちづくり常任委員会所管事務調査－

常任委員会    eportR

▲これからの農業を守るために

▲害虫対策は効果的だが、高温対策が課題
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70
th

 A
nn

iv
er

sa
ryまちの

基本理念に
９月定例会にて全員一致で可決　町内外へ発信

４
つ
の
宣
言

芝山町安全で安心な
まちづくり宣言

芝山町健康づくり宣言

「芝山っ子」子育て
支援宣言

芝山町未来へつなぐ
郷土愛宣言

　町は、すべての町民、事
業者、関係機関が更なる連
携を図りながら協働するこ
とにより、すべての人が安
全に安心して生活すること
のできるまちづくりに取り
組むことを目指すために制
定します。

　町民一人ひとりが心をひ
とつにして、この町で暮ら
す、無限の可能性を秘めた
子どもたち「芝山っ子」が目
を輝かせ、夢を抱いて、未
来に向かって大きく羽ばた
くことのできる町づくりを
目指すために制定します。

　町は、関係機関が連携し
て健康づくりの取り組みを
推進し、町民一人ひとりが
生涯を通じた健康づくりに
主体的に取り組み、心身と
もに健康で心豊かに生活で
きるよう制定します。

　地域の文化遺産を守り、伝
え、活かすことで未来へつ
なぎ、芝山町をさらに魅力
ある、誇れるふるさとへ育
てていくために制定します。

－芝山議会だより　No.149　R7.11.115
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▲優しい声で説法も好評の河合住職

芝山仁王尊とご住職の紹介をお願いします
　芝山仁王尊観音教寺の60代目住職の河合と申します。比
叡山にて山籠もり修行3年間、南山坊の住職を7年、その後、
芝山仁王尊に就任しました。芝山仁王尊は奈良時代に、ご本
尊である十一面観世音菩薩様を安置したことが始まりの由緒
あるお寺です。

新しい活動をされていると聞きました
　仏教体験ツアー、動画作成等で芝山仁王尊と芝山町の魅力
を伝えています。今年7月からInstagramも始め、DMから
お札注文や修行体験も申し込みできるようにしました.

今後の活動について
　芝鉄ウォークでは芝山仁王尊も
コースに入り、町制70周年記念
御朱印も用意しました。また、6
年ぶりの花火復活を望む声に応え、
観光協会・商工会・青年団と共に
芝山カウントダウン花火実行委員
会を立ち上げました。

町への要望はありますか
　芝山町議会議員、町三役の皆様
に芝山仁王尊で修行体験をしてい
ただき、その経験を周辺市町にも
広げ、多くの方が芝山町に来る
きっかけにしていただきたいと願
います。▲町制 70周年記念御朱印 500円

▲復活が望まれる
仁王尊カウントダウン花火

Vol.2

▲座禅 ▲写経 ▲護摩
▲芝山仁王尊

InstagramのQRコード

　第2回として芝山町の名称の由来でもある「芝山仁王尊観音教寺」のご住職に今
年正式就任されました河合さんを紹介します。
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町
の
魅
力

六
地
蔵
と
六
観
音

　

大
里
稲
葉
地
区
の
裏
山
に
あ
っ
た
西
光
院
と
い
う
お
寺
の
跡
地
に
、

い
く
つ
か
の
石
碑
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
六
体
の
地
蔵
が

彫
ら
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
石
造
物
は
、仏
教
の
衆
生
（
人
間
を
含
め
た
全
て
の
生
物
）
は
、

そ
の
業
に
よ
っ
て
死
後
赴
く
世
界
に
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・

人
間
・
天
上
が
あ
り
、
そ
の
迷
え
る
衆
生
を
救
済
す
る
思
想
か
ら
六

地
蔵
や
六
観
音
が
立
て
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

芝
山
町
に
は
、
15
基
の
六
地
蔵
と
11
基
の
六
観
音
が
存
在
し
、
古

い
も
の
は
、
１
６
５
５
年
に
立
て
ら
れ
た
六
地
蔵
（
加
茂
：
普
賢
院
）

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
、
歴
史
を
彷
彿
さ
れ
る
石
造
物
が
数
多
く
あ
り
、
空
港
機
能

強
化
で
失
わ
れ
て
い
く
も
の
も
あ
っ
て
寂
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

是
非
、
皆
さ
ん
も
近
く
に
あ
る
石
造
物
等
の
歴
史
を
紐
解
き
古
い

時
代
を
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

《
紹
介
：
宮
原
議
員
》

－芝山議会だより　No.148　R7.8.117

▲六地蔵
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シンガポール視察報告シンガポール視察報告
芝山町の未来をひらく芝山町の未来をひらく

航空宇宙産業と国際化の可能性航空宇宙産業と国際化の可能性
　

少
子
高
齢
化
が
進
む
芝
山
町
に

と
っ
て
、
成
田
空
港
の
機
能
強
化
と

い
う
国
家
事
業
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大

限
に
受
け
、
町
の
飛
躍
の
機
会
と
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ナ
リ
タ
エ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
が
芝
山
町
の

北
部
を
﹁
航
空
宇
宙
産
業
を
中
心
と

し
た
先
端
産
業
拠
点
﹂
と
位
置
づ
け

た
こ
と
を
受
け
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
空
港
と
航
空
宇
宙
産
業
を
有
す

る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
視
察
し
、
そ
の

価
値
と
国
際
化
の
成
功
事
例
を
学
び

ま
し
た
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
国
民
の
40
％

が
外
国
籍
の
永
住
権
取
得
者
と
い

う
、
極
め
て
国
際
化
が
進
ん
だ
国
で

す
。
富
裕
層
へ
の
税
制
優
遇
、
英
語

を
中
心
と
し
た
多
言
語
公
用
語
化
、

厳
格
な
法
の
執
行
に
よ
る
治
安
維
持

な
ど
が
、
順
調
な
移
民
政
策
の
基
盤

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
︵
在
留
外
国
人
は
約
３
%
︶

や
芝
山
町
︵
約
５
%
︶
と
は
状
況
が

大
き
く
異
な
り
ま
す
が
、
成
田
空
港

は
、
今
後
3
万
人
の
従
業
員
増
加
を

見
込
ん
で
お
り
、
人
手
不
足
の
解
消

に
向
け
て
特
定
技
能
外
国
人
︵
優
れ

た
知
識
や
技
能
を
持
つ
︶
の
雇
用
も

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
状
況
に
お
い
て
、
芝
山
町
に

高
度
な
技
能
と
職
を
持
つ
方
や
そ
の

家
族
向
け
の
優
れ
た
国
際
学
校
が
整

備
さ
れ
れ
ば
、
町
の
活
力
向
上
に
繋

が
り
ま
す
。
た
だ
し
、
町
の
文
化
や

暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
も
慎
重
さ
も

必
要
で
す
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

好
調
な
国
際
化

▲シンガポールのチャンギ国際空港内。
　観光面でも世界トップクラス。

▲整えられた美しい街路樹が並ぶ道路。
　街にはゴミ1つ落ちていない。

▲チェスの授業で勝負から多くの事を学ぶ国際
　学校。母国語や文化を大切にしつつ、優れた教
　育で名門大学への進学率も高い。幼稚園から
　高校生まで2500人が通う。
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世
界
の
航
空
宇
宙
産
業
市
場
は
約

１
３
０
兆
円
と
巨
額
で
、
今
後
も
成

長
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
で
す

が
、
航
空
機
の
製
造
で
は
欧
米
を
中

心
と
し
た
多
国
籍
企
業
に
多
く
を
占

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
Ｍ

Ｒ
Ｏ
︵
航
空
機
の
整
備
・
修
理
・
点

検
︶
分
野
は
参
入
チ
ャ
ン
ス
が
残
さ

れ
て
お
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
も
注
力

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
内
の
テ
ス
ト
セ
ル

︵
エ
ン
ジ
ン
試
運
転
施
設
︶
は
大
型

エ
ン
ジ
ン
に
は
対
応
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
に
対
し
、
芝
山
町
で
は
国

内
初
と
な
る
大
型
エ
ン
ジ
ン
用
テ
ス

ト
セ
ル
建
設
の
計
画
が
進
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
芝
山
町

が
世
界
の
航
空
宇
宙
産
業
に
肩
を
並

べ
る
一
歩
と
な
り
、
大
き
な
税
収
増

加
や
最
先
端
分
野
の
雇
用
創
出
に
直

結
し
ま
す
。
テ
ス
ト
セ
ル
の
音
な
ど

で
町
民
へ
の
影
響
チ
ェ
ッ
ク
は
必
要

で
す
が
、
視
察
し
た
最
先
端
テ
ス
ト

セ
ル
の
防
音
設
備
は
非
常
に
高
性
能

で
し
た
。

　
航
空
宇
宙
産
業
は
、
芝
山
町

の
未
来
を
大
き
く
変
え
る
千
載

一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
開
発

が
進
め
ば
、
一
度
町
を
出
た
若

者
が
戻
り
、
子
供
た
ち
が
町
で

学
び
、
町
で
就
職
す
る
未
来
が

訪
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
町
の
暮
ら
し
や
文

化
を
守
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

議
会
と
し
て
、
開
発
の
度
合
い

や
、
守
り
残
す
べ
き
も
の
を
常

に
吟
味
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

納
得
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

視
察
で
見
極
め
た

航
空
宇
宙
産
業
の

価
値

芝
山
町
の

未
来
へ
向
け
た

視
察
の
ま
と
め

▲MROを手掛けるMOOG社。グループ会社全体の
　航空宇宙産業関連売上は約4000億円。

▲ロールスロイス社の大型エンジン用テストセル。最先端の
　防音設備で道路を挟んだ反対側には高層住宅が並ぶ。

▲以前の若者や子供が多い
　芝山町を取り戻したい。

視
察
先一覧

Ｊ
Ｔ
Ｃ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョン

エ
ア
バ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー

Ｓ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

オ
ー
バ
ー
シ
ー
ズ
フ
ァ
ミ
リ
ー

ス
ク
ー
ル

Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｇ

ロ
ー
ル
ス
ロ
イ
ス︵
テ
ス
ト
セ

ル
︶
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今
年
の
夏
の
猛
暑
も
過
ぎ
去
り
、
秋
の
深

ま
り
と
共
に
各
地
で
は
紅
葉
が
ち
ら
ほ
ら
と

色
づ
き
始
め
て
き
ま
し
た
。
秋
は
読
書
の
秋
、

食
欲
の
秋
な
ど
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
一
年
の

中
で
も
比
較
的
過
ご
し
や
す
い
季
節
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

日
本
の
秋
は
、
豊
か
な
自
然
の
移
り
変
わ

り
や
収
穫
の
恵
み
、
伝
統
的
な
行
事
な
ど
秋

の
季
節
の
訪
れ
を
静
か
に
感
じ
さ
せ
て
人
々
を

癒
し
て
く
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
今
年
は
芝
山
町
、
町
制
施
行
70
周
年
と
な

り
ま
す
。

10
月
５
日
に
は
記
念
式
典
も
盛
大
に
行
わ
れ
、

11
月
９
日
に
は
芝
山
は
に
わ
祭
も
盛
大
に
開
催

さ
れ
る
予
定
と
な
って
お
り
、
芝
山
町
の
秋
を

よ
り
一
層
彩
って
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
一
方
で
は
今
、
芝
山
町
は
拠
点
整
備
、
簡

易
水
道
な
ど
、大
型
事
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

町
の
発
展
の
た
め
に
何
が
必
要
で
何
を
優
先

に
す
る
べ
き
な
の
か
、
広
い
観
点
か
ら
将
来
を

見
通
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
月
11
月
30
日
に
は
任
期
満
了

に
伴
う
町
長
選
挙
も
行
わ
れ
ま
す
。
私
た

ち
町
民
一
人
一
人
が
町
政
に
関
心
を
持
つ
こ

と
で
芝
山
町
の
将
来
、
ま
た
子
供
た
ち
の
未

来
を
明
る
く
照
ら
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

今
後
も
、
町
政
の
情
報
や
議
会
の
活
動
な

ど
を
解
り
や
す
い
視
点
で
伝
え
ら
れ
る
議
会

だ
よ
り
を
町
民
の
皆
さ
ん
へ
届
け
続
け
て
参
り

ま
す
。

編
集
委
員
一
同

編
集
後
記

My
Home Town

Episode 30

Ｑ 芝山町の魅力は？Ｑ 芝山町の魅力は？
　自然が多く、豊かな水と肥沃な土地に恵まれた農業地帯で、　自然が多く、豊かな水と肥沃な土地に恵まれた農業地帯で、
美味しい農産物が魅力だと思います。また、世界の窓口「成美味しい農産物が魅力だと思います。また、世界の窓口「成
田国際空港」が隣接しているため、飛行機を身近に感じられ、田国際空港」が隣接しているため、飛行機を身近に感じられ、
旅行に行きやすいところも魅力です。旅行に行きやすいところも魅力です。

Ｑ家業を継いだ理由は？Ｑ家業を継いだ理由は？
　小さい頃から父の背中を見て育ち、仕事をしている父の姿がどことなく格好良く、仕事の知　小さい頃から父の背中を見て育ち、仕事をしている父の姿がどことなく格好良く、仕事の知
識も豊富で尊敬でき、いつか自分も父のようになりたいと思い、小さいときに継ぐ決心をして識も豊富で尊敬でき、いつか自分も父のようになりたいと思い、小さいときに継ぐ決心をして
いました。父と息子、男同士ぶつかることは多々ありますが、父がここまで築き上げた会社をいました。父と息子、男同士ぶつかることは多々ありますが、父がここまで築き上げた会社を
より良いものにするべく頑張っていこうと思っております。より良いものにするべく頑張っていこうと思っております。

「緑」が生きる町、僕は好きです。「緑」が生きる町、僕は好きです。

「ある日突然あなたが主役」

Information
令和7年第4回芝山町議会
定例会のお知らせ

12月15日
23日
開催予定

議会は、どなたでも傍聴できます。
私たちに一番身近な政治を感じて
みませんか。

㈪から
㈫

Ｑ造園業の魅力とは？Ｑ造園業の魅力とは？
　肉体労働で夏は暑く、冬は寒く、人手不足が問題にはなっていますが、　肉体労働で夏は暑く、冬は寒く、人手不足が問題にはなっていますが、
自然に関わることで四季を身近に感じられ、庭を造るだけではなく、街の自然に関わることで四季を身近に感じられ、庭を造るだけではなく、街の
公園や施設、個人のお客様の庭など、｢緑｣を通じて人々の生活環境を豊か公園や施設、個人のお客様の庭など、｢緑｣を通じて人々の生活環境を豊か
にすることができることが魅力です。また、｢緑｣は人々が暮らす中でかかにすることができることが魅力です。また、｢緑｣は人々が暮らす中でかか
せない存在です。その｢緑｣をいい方向へと導くことができるのは造園業だせない存在です。その｢緑｣をいい方向へと導くことができるのは造園業だ
と思うので、そこに携われることが最大の魅力です。と思うので、そこに携われることが最大の魅力です。

Ｑ将来、芝山町をどのようにしていきたいか？Ｑ将来、芝山町をどのようにしていきたいか？
　将来は、公共交通機関を発展させ、色々な施設を誘致し、環境整備を行い、　将来は、公共交通機関を発展させ、色々な施設を誘致し、環境整備を行い、
人口を増やし、住みやすい町にしていきたいという理想はありますが、一番は人口を増やし、住みやすい町にしていきたいという理想はありますが、一番は
昔から残る自然豊かな埴輪の町を守っていきたいです。田舎と呼ばれる町で昔から残る自然豊かな埴輪の町を守っていきたいです。田舎と呼ばれる町で
も、住みやすい町は数多く存在すると思うので、住みやすい町への施設整備をも、住みやすい町は数多く存在すると思うので、住みやすい町への施設整備を
行った上で、「ちょうどいい田舎　芝山町」になってほしいです。行った上で、「ちょうどいい田舎　芝山町」になってほしいです。

大木  良介 大木  良介 さんさん
（小池 7番）（小池 7番）


